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Ｚ世代アイデアコンテスト伴走支援等業務委託 

公募型プロポーザル方式実施説明書 

 

１ 業務委託名 

Ｚ世代アイデアコンテスト伴走支援等業務 

 

２ 業務概要 

  「日本一若者を応援するまち・北九州市」の実現を目指し、若者の自由な   

発想や提案を実現させるための教育や伴走支援等を行い、若者のチャレンジを

支援する。 

若者（個人・グループ）から、新規性や独創性があり、北九州市を舞台に   

街の活性化につながる具体的なチャレンジを募集し、採択された若者に対して、

専門家による伴走型アドバイス等を行い、書類作成からアイデアを実現する 

まで支援するもの。 

 ※本事業における「若者」の定義は、１９９６(平成８)年４月２日～２０１０(平成２２)年  

４月１日生まれの者である。 

 

３ 履行期間 

契約締結日から令和８年３月３１日まで 

 

４ 事業者選定について 

  公募型プロポーザル方式により受託候補者を特定するものとし、審査委員会

による審査を行う。 

  審査会に参加する事業者は、以下の要領で「企画提案書」及び「見積書」等

を提出し、後日、提出書類についてプレゼンテーションを実施する。 

審査委員会は、「企画提案書」及び「見積書」等の内容を審査し、提案事業者

の中から１社を受託候補者として特定する。 

 

５ 予算上限額 

１１，０００，０００円（消費税および地方消費税相当額を含む額） 

 

６ 参加資格 

（１） 参加資格の要件 

次の各号のいずれにも該当する者であること。 

ア 地方自治施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当

しない者であること。 

イ 参加表明書提出期限日時点において、北九州市物品等供給契約の競争入札

参加者の資格及び審査等に関する 規則（平成７年北九州市規則第１１号）

第６条第１項の有資格業者名簿に記載されていること。 

ウ 本市から指名停止を受けている期間中でないこと。 
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エ 法人税及び事業所所在地における地方税（法人住民税、事業税等）が未納

でない者。 

オ 受託候補者に選定された場合、履行期限内に当該業務の履行完了が可能な

体制にあり、提案書提出時の担当者が当該業務を担当できること。 

カ 個人情報や企業情報等の情報セキュリティについて、社内ルールや法令 

順守（コンプライアンス）の仕組みが整備されていること。 

（２） 参加資格の喪失 

参加希望者が受託候補者の特定の日までに、次のいずれかに該当することに

なった場合は、本プロポーザル参加資格を失うものとし、また、すでに提出  

された提案は無効とする。 

ア 前項に規定する参加資格の要件を満たす者ではなくなったとき 

イ 不正な利益を図る目的で委員会の委員等と接触したとき 

ウ 提案書に虚偽の記載をしたことが判明したとき 

エ その他審査結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為等があったとき 

 

７ 公募型プロポーザル実施スケジュール 

（１）公募開始          令和７年３月２６日（水） 

（２）質問書の提出期限      令和７年４月７日（月）１７時まで 

（３）質問書への回答（予定）   令和７年４月９日（水） 

（４）参加表明書提出期限     令和７年４月１１日（金）１７時まで 

（５）提案書・見積書等提出期限  令和７年４月２１日（月）１７時まで 

（６）審査会           令和７年４月２５日（金） 

（７）受託候補者決定       令和７年４月２８日（月） 

（８）以後のスケジュールは受託候補者との協議により決定する。 

 ※各実施日は、事務の都合により変更される場合あり。 

 

８ 説明会 

  企画提案書の作成等について、説明会は開催しない。質問がある場合は、次

項の質問で対応する。なお、本業務に関して参考となる情報は以下のとおり（時

期は目安）。 

 （１）本業務の大まかな流れ 

  ①アイデアコンテスト告知（本業務の対象外）    ※５月中下旬～ 

  ②申請に先立つ相談会（仕様書４（２）ア（ア））   ※①～６月下・７月上旬 

  ③申請の受付（仕様書４（２）ア（イ））       ※②と同じ 

  ④書面審査の実施（仕様書４（２）イ（ア）      ※７月中旬 

  ⑤プレゼンテーションの指導（仕様書４（２）イ（イ））※７月下・８月中旬 

  ⑥コンテスト開催（本業務の対象外）         ※８月中下旬 

  ⑦採択者の伴走支援（仕様書４（３））        ※１０月～３月末 

（２）申請想定件数 

  ①事前相談件数 ４０件程度 

  ②申請受付件数 ３０件程度 
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９ 質問 

  質問がある場合は、以下のとおり質問書（様式１）を提出すること。 

  ※提出の際、ファイル名を【貴社名＿質問書】とすること 

（１）質問書の提出期限 

   令和７年４月７日（月）１７時まで 

（２）提出方法 

電子メールで提出。送信後、電話により受信の確認を行うこと。 

（３）提出先 

   「１８ 事業所管課」と同じ 

（４）質問に対する回答予定日 

令和７年４月９日（水） 

（５）質問回答方法 

   ホームページ又は電子メールによる 

  ※社名等を伏せた上ですべての提案者に公開する。 

 

１０ 参加表明書について 

 参加希望者は、以下のとおり参加表明書（様式２）を提出すること。 

※提出の際は、ファイル名を【貴社名＿参加表明書】とすること。 

※上記提出の添付書類として、会社（団体）概要（様式３）と共同申請者

一覧（様式４）の提出をすること。 

（１）参加表明書の提出期限 

   令和７年４月１１日（金）１７時まで 

（２）提出方法 

   電子メールで提出。送信後、電話により受信の確認を行うこと。 

（３）提出先 

   「１８ 事業所管課」と同じ 

 

１１ 企画提案書及び見積書等の提出について 

   参加希望者は、以下のとおり書類を提出すること。なお、提出された書類

は返却しない。また、提案にかかる費用については事業者の負担とする。 

（１）提出書類 

  ア 企画提案書表紙（様式５のとおり） 

  イ 配置予定者の同種業務実績（様式６のとおり）※該当者のみ 

  ウ 企画提案書（様式自由） 

    Ａ４横、片面刷り、上限１０枚、左綴じを基本とする。また、提案書   

にはカバー等せず、ステープル止めで提出すること。 

  エ 見積書（様式自由） 

見積金額総額及び明細（消費税及び地方消費税を合計した金額）。明細に 

ついては、人件費や会場使用料等が詳しく分かるよう記載すること。 

※見積額が予算を超えると失格となりますのでご注意ください。 
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（２）提出方法等について 

ア 提出方法 

   下記の２つの方法で提出すること。 

  （ア）書面 

    上記（１）ア～エの提出書類については、５部提出することとし、１部

は原本（社名、代表者印入り）、４部はいずれのページにも社名が記載   

されていないものを提出（郵送又は持参）すること。 

    ※郵送の場合は書留郵便で、上記期限必着のこと。 

  （イ）データ 

    メールにて提出。直接添付もしくはオンラインストレージでも可。 

    企画提案書はＰＤＦ形式（上記期限必着） 

    ※提出の際はファイル名を【貴社名＿様式名（社名あり）】【貴社名＿  

様式名（社名なし）】とすること。 

※送信後、電話により受信の確認を行うこと。 

  イ 提出先 

「１８ 事業所管課」と同じ 

  ウ 提出期限 

   令和７年４月２１日（月）１７時まで 

※持参による提出の場合、平日の９時から１７時までの時間厳守とし、こ

の期間以外の受付は一切しない。 

※提出の期限を過ぎた場合、失格とする。 

（３）企画提案書の記載内容 

   図や表などを用いて、わかりやすく簡潔に記載すること。記載する内容は、

「１２ 企画提案書の記載事項について」のとおり。 

 

１２ 企画提案書の記載事項について 

企画提案書に記載する内容は、以下項目を含めること。 

①業務運営計画（人員体制・伴走支援の体制、実施可能なスケジュール） 

②申請に先立つ相談会の実施方法、随時相談の対応方法（若者に自由な発

想や提案を応募してもらうための工夫など） 

③プレゼンテーション等の指導方法・体制 

④効果的な実行支援につながる、伴走・相談対応の方法・体制 

⑤実践的な視点で助言することができるアドバイザー・メンターの候補者

名、派遣方法（派遣予定回数含む）、進捗確認の体制 
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１３ 審査 

  審査は、提出された企画提案書とプレゼンテーションに基づいて審査委員会

による審査を行い、受託候補者を特定する。 

（１）審査会開催（プレゼンテーション）について 

 ア 日時：令和７年４月２５日（金） 

   ※実施時間は、令和７年４月１８日（金）までに電子メールで通知を行う。 

イ 会場：北九州市役所本庁舎 ３階 特別会議室Ａ（予定） 

  ウ 参加方法：対面形式での開催 

 エ 説明者：１社３名以内とする。 

  オ 方法：プレゼンテーション１５分、質疑１５分（予定） 

       定められた時間内に企画提案説明を終えること。 

審査会は、事前に提出された企画提案書に基づいて説明すること。

（会場ではモニター等を使った発表はせず、また、追加資料など

も認めません） 

（２）審査基準 

   審査の評価項目、評価基準及び配点は、別紙「評価基準表」による。 

 

１４ 審査結果の通知 

   受託候補者を特定したときは、提案者全員に次の事項を通知する。 

①受託候補者として特定した又は受託候補者として特定されなかった旨 

②当該提案者の順位及び点数 

③受託候補者として特定されなかった提案者については、その理由に  

ついて所定の期限までに説明を求めることができる旨 

 

１５ 審査結果の公表 

   受託候補者を特定した場合は、市ホームページに次の事項を公表する。 

①受託候補者の商号又は名称 

②提案者数 

③提案者（受託候補者のみ商号又は名称を表示）の評価結果 

④審査委員会の委員の氏名及び職名（職業） 

⑤審査委員会における主な意見 

⑥市の主な特定理由 

 

１６ 受託候補者との契約締結 

（１） 市は、審査結果の通知後に、受託候補者と当該業務委託に係る詳細に   

ついて必要な協議を行う。この協議において、企画提案書に記載した提案  

内容について、受託候補者からの変更は原則認められない。ただし、市に  

不利にならない変更であって、公募型プロポーザル方式の公平性、透明性  

及び競争性に影響を及ぼさないものについては除く。 

（２） 協議が整った場合は、受託候補者から改めて見積書を徴収し、見積書を  
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精査の上、随意契約による契約の締結を行う。 

（３） 契約保証金は、契約額の１００分の５以上の額とする。ただし、契約の   

相手方が、北九州市契約規則（以下「契約規則」という。）第２５条第７項

第１号又は第３号に該当する場合は免除する。 

（４） 受託候補者と契約締結に至らなかった場合は、次順位者を新たな受託  

候補者として手続きを進める。受託候補者が契約締結の日までに本市から

指名停止を受けた場合も同様。 

（５） 受託候補者が「６ 参加資格の喪失」に該当することが判明した場合は、

受託候補者としての資格を取り消す。この場合は、上記（４）と同様に   

処理を行う。 

（６） その他、本書に定めのない事項は、関係法令及び契約規則などの関係規定

の定めに従い処理する。 

 

１７ その他注意事項 

（１） 提案に係る経費については、提案事業者の負担とする。なお、提出された

書類は返却しない。 

（２） 企画提案書を提出した後は、実施要項、仕様書等の資料についての不明を

理由として異議を申し立てることはできない。 

（３） 参加表明書の提出後、希望があれば辞退することが可能。この場合でも、

以後、不利益な取り扱いを受けることはない。提案を辞退する場合は、  

電子メールで辞退届（様式７）を提出すること。 

 

１８ 事業所管課 

   北九州市政策局Ｚ世代課（担当：福井、内海） 

   電話：０９３－５８２－２９２５ ＦＡＸ:０９３－５８２－２１７６ 

住所：〒８０３－８５０１ 北九州市小倉北区城内１番１号 ３階 

Ｍａｉｌ：seisaku-zsedai@city.kitakyushu.lg.jp 

 

１９ その他 

   有資格者名簿への業者登録について、令和７年４月１１日（参加表明書提

出期限）時点で未登録の場合は、登録期間の関係上参加不可となる。 

   その他、登録に関するお問い合わせは契約制度課へ。 

   電話：０９３－５８２－２５４５ ＦＡＸ：０９３－５８２－３１１３ 

   住所：〒８０３－８５０１ 北九州市小倉北区城内１番１号 
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